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５年に一度のビッグイベントである「中国共産党第 19 回全国代表大会」が明日から開催されます。習近平 

国家主席がどのような体制で次の５年に臨むのか、またさらにその先の中国はどうなっていくのか。国際的 

にも大きな関心を集める大会となるでしょう。 

また、中国がトランプ大統領率いる米国とどのように付き合っていくのか、北朝鮮を含めた東アジア情勢は 

どのように動いていくのか予断を許しません。 

日本企業から見た中国市場の魅力や中国でビジネスを展開していく上での留意点などについても情報提供が 

できれば幸いです。 

株式会社ニッセイ基礎研究所  

代表取締役社長 野呂 順一



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中国習体制の今後と東アジア  基調講演 



中国習近平体制の今後と東アジア 

                     防衛大学校長 國分良成 

 

＜はじめに＞ 

 ・共産党権力の源泉：リーダー、組織(党組織部、軍、公安・安全部、宣伝)、イデオロギー(理念) 

 ・選挙なき政治体制の「正統性」：鄧小平(成長)時代の終焉とその後？ 

 ・習近平時代の前 5年：江沢民派排除と胡錦濤派牽制＝権力闘争（反腐敗闘争）に終始 

 ・「党」と「国家」のせめぎあい：「依法治国」(憲政重視)の挫折 →党指導の絶対化 

 ・多様化・多元化する社会・個人との乖離拡大 

 

＜国内政治：19 回党大会をめぐって＞ 

 ・習近平体制（総書記＝国家主席＝中央軍事委員会主席）：「核心」だが、組織的基盤は未知数 

 ・党中央政治局常務委員（現在）：習近平、李克強、張徳江、兪正声、劉雲山、王岐山、張高麗 

 ・党主席制は復活するか（不発の大統領制）？68歳定年制の行方？王岐山は生き残るか？ 

 ・習の子飼いは（陳敏爾、栗戦書）は政治局常務委員になるか？ 

 ・胡錦濤・李克強派（共青団系）：李克強総理？汪洋・胡春華政治局常務委員？李源潮・周強？ 

 ・江沢民派は中枢権力から一切外れるのか？(薄熙来→徐才厚・郭伯雄→周永康・・・孫政才) 

 ・反腐敗闘争深化＝「依法治国」の浮沈＝既得権益層の抵抗 →党指導絶対化（党＞法）へ？ 

 ・人民解放軍の機能を中央軍事委員会へ：４総部廃止、陸軍縮小、ロケット軍・戦略支援部隊強化 

 ・軍内綱紀粛正の強化＝大規模人事異動、各種特権・有償サービスの廃止へ 

・政策論争の不在：「習近平思想」＝「治国理政」「四つの全面」？教条的イデオロギーの強化 

 ・「毛沢東思想」「鄧小平理論」「三つの代表」（江沢民）「科学的発展観」（胡錦濤）・・・ 

  

＜国内経済＞ 

 ・成長率 6・5％前後、軍事費７％前後、低成長＋不透明な管理経済 

 ・ニューエコノミー部門は堅調＝政治との距離遠い部門、需要・投資もやや上向き 

 ・停滞するオールドエコノミー：投資・住宅バブル、過剰生産、雇用不安、社会保障未整備 

 ・国有企業問題：停滞する改革＝既得権益層の抵抗＝遠ざかる「資本主義」「市場経済」 



 ・人民元問題：外貨準備急減（2年で 1兆ドル）、遠のく変動相場制、管理強化 

・対外援助見直し（商務部批判）→ＡＩＩＢ（財政部＝楼継偉→退任）→一帯一路（人民銀行） 

 ・なぜ崩れないのか：徹底的な管理・統制、情報不開示（民主＝市場国家とは真逆） 

 

＜対外政策＞ 

 ・揺れるトランプ対中(deal)外交：台湾問題、経済摩擦（100日計画）、北朝鮮圧力、南シナ海 

・米政権内の不協和音、人事の大幅遅延、ロシアンゲート＝対北接近・対中宥和懸念 

・中国依存の対北朝鮮圧力の挫折＝６者協議（議長国は中国：2003～2007）失敗の二の舞か 

 ・中国の対北影響力限界（金正男暗殺、沈志華『最後の天朝』）、唯一の経済窓口？→中国の対北妥協？ 

 ・中国の対北方針：混乱阻止＝現状固定、対北＜対米、現レベルの核保有黙認？核拡散懸念 

・THAAD への大反発＝対韓国関係悪化＝文在寅新大統領の出方？中国は THAADを対中向けと理解 

 ・南シナ海の現状固定化 →一時停止または遅延 →いずれ ADIZ（防空識別圏）、複雑な中印関係 

 ・東シナ海での圧力を着実に増強（海から空へ）、米軍影響力排除と既成事実化？ 台湾問題？ 

 ・ホンネは「新型大国関係」ではなく「新型国際関係」≠国際協調路線？ 新たな国際ビジョン？ 

 

＜対日外交＞ 

 ・２つの顔：対日融和（対日批判抑制）＋対日強硬（軍事優位：東シナ海＝東シナ空） 

 ・江沢民派退潮後の習近平の基本は対日融和、しかし主権・軍事重視は歴史的一貫性あり 

 ・国内権力闘争＝対日政策の悪循環は断たれたのか？依然として不透明 

 ・共産党の絶対指導＝権力の正統性＝歴史（抗日）＝既得権益層の利益 

 ・日本の対策：対話（首脳・実務レベル）と抑止（防衛力強化・整備）、必要な安全保障メカニズム 

・外交＝防衛＝経済の一体化、米国・周辺国（韓国・ＡＳＥＡＮ・インド・オセアニア）との連携 

 

＜むすび＞ 

 ・習近平体制は何処へ？ 

 ・中国は何処へ？ 

 ・問題の本質としての政治体制 



・ memo ・ 

 

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                                                                      

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                            

                                                                                      

                                            

                                            



国際情勢はどうなるか パネルディスカッション 
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TPP TPP11 TPP TPP11 TPP TPP11

-0.03 0.07 1.11 1.11 1.08 1.18

-0.23 0.06 7.97 7.97 7.74 8.03

0.50 0.25 1.48 0.80 1.97 1.06

-0.12 0.06 0.89 0.86 0.77 0.92

0.24 0.07 1.13 1.04 1.37 1.11

0.91 0.24 22.57 20.41 23.47 20.65

-0.19 0.16 9.19 5.47 9.00 5.63

0.71 0.89 3.56 3.41 4.27 4.29

-0.05 0.01 0.85 0.72 0.80 0.73

0.04 0.13 15.93 14.58 15.96 14.72

0.05 -0.01 0.72 0.15 0.77 0.14

6.79 1.10 10.90 9.29 17.70 10.39
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: (2017), GRIPS Discussion Paper 16-27













 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


	171017_当日配布資料.pdf
	171017_当日配布資料.pdf
	171017_当日配布資料表紙.pdf
	171017_当日配布資料中表紙（基調講演）.pdf

	
	川﨑先生.pdf
	古屋様.pdf
	吉岡様


	当日配布資料.pdf
	國分先生.pdf
	171017_当日配布資料.pdf
	171017_当日配布資料.pdf
	171017_当日配布資料中表紙（パネル）.pdf

	川﨑先生.pdf
	古屋様.pdf
	吉岡様


	背表紙
	クッション
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	クッション
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	クッション
	スライド番号 1
	スライド番号 2

	
	ニッセイ基礎研究所シンポジウム�「人手不足時代の企業経営」��海外人材の活用の可能性と課題�2015年10月22日（木） 　　　　　　　　　　　　　　
	問題提起
	グローバル人材のニーズ
	人材構成とキャリアの比較イメージ
	外国人留学生の採用状況
	�外国人留学生の採用・定着の留意点(1)�
	�外国人留学生の採用・定着の留意点（2）�





